
令和８年度

年間指導計画

⑤学習グループ（総合ビジネス類型）

第２学年

高等部

肢体不自由教育部門



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

5

具体と抽象
・突然変異と進化の関係
・ウサギの耳はなぜ長い？

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

論理を学んでできること
・知の登山、知の水路 ・「学ぶ」ことについての筆者の考えを読み取る。

・これからの学習で取り組みたいこと、興味のあることについ
て考える。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 大修館書店『新編　論理国語』

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

教科等名 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

論理国語

(1)論理的に書いたり、批判的に読んだりするための基礎的な知識や技能を身に付ける。

(2)あるテーマについて、論理的に自分の考えを表現する。

(3)自主的に自分の考えを表現しようとする姿勢を養う。

10

主張をつかむ
・文化としての科学
・人工の自然

対比をとらえる
・米の種類と食文化
・デジタル地図から見える
世界

3

11

2

12

1

統計資料を活用する
・量の時代から質の時代へ
・若者の「海外旅行離れ」
は本当か？

レポートを書く
・テーマを決め、問いを立
てよう
・情報を収集しよう
・情報を整理しよう
・レポートをまとめよう

比べて読む
・「言葉の揺れ」を認めるか
・紙の本はなくならない

論理的に書く
・根拠をふまえて主張を書
こう
・構成を考えて書こう
・反論を想定して書こう
・文章を磨きあげよう

6

7

9

11

・具体的なレポートのテーマを決め、問いを立てる。
・適切な調査方法を選び、レポートに必要な情報を集める。
・集めた情報をレポートで使えるように整理・分類する。
・読者を意識し、構成や記述に配慮しながら、読みやすくわ
かりやすいレポートを書く。

・比喩などの文章表現に着目して
筆者の考えを読み取る。

・対比構造など図示したり、グラフ
などの資料を参照したりすること
で、視覚的に筆者の主張を捉え
る。

・主張、本論、結論の構成を意識し
て文章読解、論述に取り組めるよう
にする。

・ワークシートを用いて、スモールス
テップで学習を進める。

・タブレット端末を活用して資料を
提示する。

6
・さまざまな統計資料を本文と関連づけながら読む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的確にとらえる。
・データのまとめ方によって、主張が変わることを理解する。

6

・情報を比較・整理しながら、異なる立場の主張を読み取
る。
・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読み、論理の展開をとらえ
る。

6

・主張と根拠の関係を意識しながら、筆者の主張を読み取
る。
・主張と根拠の関係を意識して本文を読み、論理の展開を
とらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意しながら、要旨を把握す
る。

15

・根拠を明示しながら論理的に主張を書く。
・接続表現を適切に使って、論理的な文章を書く。
・基本的な小論文の型を理解する。
・反論を想定し、説得力のある小論文を書く。
・推敲の観点を知り、文章を改善する。

6

6

・具体と抽象の関係を意識しながら、筆者の主張を読み取
る。
・具体例の役割を意識して本文を読み、論理の展開をとら
える。
・文章の構成や接続表現に注目しながら、筆者の主張を読
み取る。

14

・具体と抽象の関係を意識しながら、筆者の主張を読み取
る。
・対比の関係を意識しながら読み、論理の展開を的確にと
らえる。
・文章の構成や展開のしかたに注目しながら、筆者の主張
を読み取る。



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

地球的課題と国際協力

12 6 感染症や衛生問題、エネルギー問題への取り組み

1

持続可能な地域づく
りと私たち

8 自然環境と防災

2 7 地震・津波や火山活動による災害と防災

3 5 生活圏の調査と地域の展望

6

国際理解と国際協力

7 世界の地形と人々の生活

・生成AIを使い、考察したことを深
められるようにしていく。

・教職員にアンケートを実施し、自
分の考察を深められるようにする。
・新聞から、関連する情報を見つ
け、考察できるようにする。

7 6
世界の産業と人々の生活

9 6 季節風と生活文化

10 7 世界に影響を与える産業と生活文化

11 6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
地図や地理情報シス
テムでとらえる現代世

界

6 地図や地理情報システムと現代世界
・地球儀と地図
・地図と地理情報システムを活用
する

5 6 結びつきを深める現代世界
・地図から見る国内や国家間の結
びつきを確認する

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 高校生の地理総合

教科等名 地理総合 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)世界が抱える歴史的な課題や問題に対して知識を深める。

(2)グローバル化した現代の抱える問題に対して、自分なりの考察ができる。

(3)考察した内容を、ICT機器を駆使して、自分なりにまとめて発信することができる。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

・情報機器を適宜活用し、データを
まとめたり、比較したりする。
・時代や国ごとに情報をまとめ、比
較検討できるようにする。
・資料から正しい情報を読み取れる
ようにする。
・考察した内容を、各自の方法でま
とめて発表する。

7
・第三世界の登場、冷戦の固定化と「雪どけ」、冷戦の展開、55
年体制と安保闘争、高度経済成長の光と影、ベトナム戦争とアメ
リカ、経済構造の変化

7
・日本の経済大国化、日本の政府開発援助、アジアの経済成
長、社会主義の停滞と新自由主義、冷戦の終結、冷戦後の地域
紛争、国連平和維持活動

7
・地域統合、現代世界の諸課題、日本の諸課題、いまの私たち
につながる課題

国際秩序の変化や大
衆化と私たち

グローバル化と私た
ち

近代化と私たち

3 一年間のまとめ 7 いまの私たちにつながる課題

11

2

12

1

7
・第二次世界大戦と日本、第二次世界大戦の終結、戦後国際秩
序、冷戦の始まり、日本の戦後改革と日本国憲法、日本の独立

9

10

8
・大衆運動の芽生え、第一次世界大戦、第一次世界大戦と日
本、ロシア革命とその影響、社会運動の広がり、国際協調、アジ
アの民族運動

7
・大量生産・大量消費社会、大衆文化としてのスポーツ、野球、
大衆文化としての映画、世界恐慌、独裁勢力の台頭、日本のア
ジア進出、第二次世界大戦

7

5
・明治維新、富国強兵と文明開化、日本の明治初期の外交、大
日本帝国憲法の制定

5
・日本の産業革命と日清戦争,帝国主義、日露戦争と韓国併合、
1学期のまとめ

5 5
・江戸時代、日本開国期の国際情勢、開国後の日本社会、市民
革命と国民統合、国民国家と多民族国家

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 5
・18世紀の世界とアジア、琉球と蝦夷地、産業革命、アヘン戦争
と日本、日本の開国

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 わたしたちの歴史 日本から世界へ 改訂版（山川）

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)近現代の歴史の変化を広く相互的な視野から捉え、諸資料から様々な情報を適切に用いて理解する。

(2)近現代の歴史の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、現代の自分たちの生活と結びつけて考察する。

(3)社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、課題を追求することができる。

教科等名 歴史総合 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

4

インターネットの変遷と今後の社会について考える。

進学について 卒業後の進学先について調べ、違いや特徴を知る。

情報化とこれからの
社会

5

2

10

11

資格・検定試験演習 就職・進学試験で必要な学力やスキルを向上させ
る。

私たちが生活する社
会の課題

6 時事問題について考えを述べ合ったり、生活するうえ
で必要な基礎知識を身に付ける。

仕事と必要な資格

環境問題を考える 5 SDGｓの課題を見据え、誰も取り残されない社会の実
現について考える。

2 職種、業種について調べ、必要な資格を知り、自分
のキャリアを考える。

ひろがる世界と多様
性

5 多様化する社会の現状と課題について考える。

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

・新聞やウェブサイトのニュースを
活用し、自分の考えを述べる機会
を多くする。
・社会の事情に関心をもてるような
歴史や地理など、様々な角度から
アプローチを行う。

5

6 身の回りにある社会の課題について解決にむけてで
きることは何かを考える。

社会の課題と進路

3

12

1

2

6

7

9

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 実践　産業社会と人間（実務出版）

教科等名 産業社会と人間 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)共生社会を構築する人材としての、社会生活や職業生活に必要な基本的能力や態度及び望ましい勤労観、職業
観を育成する。

(2)我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化について考察する。

(3)将来の生き方や進路について考え、その実現に向けた計画を作成する。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

2

積分法

7
不定積分
定積分

3 5
定積分と面積
問題演習

12
第７章　微分法と積分

法
微分係数と導関数

7
微分係数
導関数とその計算
接線の方程式

1 関数の値の変化 5
関数の増減と極大・極小
関数の増減・グラフの応用

10

対数関数

7
対数とその性質
対数関数

11 7
常用対数
問題演習

7

加法定理

6
加法定理
加法定理の応用
問題演習

9
第６章　指数関数と対

数関数
指数関数

7
指数の拡張
指数関数

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
第５章　三角関数

三角関数
5

角の拡張
三角関数

・既習事項を振り返り、生徒の理解
度を確認しながら学習を進める。

・具体的な事象や身近な題材を取
り扱うことで、イメージしやすくす
る。

・定理や公式の暗記に陥らず、成り
立ちやその活用に重点を置く。

・視覚的に気付きやすくするととも
に、ノートテイクなどの負担を軽減
し、思考の時間を十分に取る。

5 7
三角関数のグラフ
三角関数の性質

6 7
三角関数の応用
問題演習

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新編　数学Ⅱ（数研出版）

教科等名 数学Ⅱ 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

（１）いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

(2)数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の
図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論
理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所
的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

35

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

教科等名 音楽Ⅰ 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。

(2)感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。

(3)音楽文化についての興味・関心、理解を深め、卒業後の余暇活動へつなげる。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 ＭＯＵＳＡⅠ（教芸）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
曲想を感じ取って
曲にふさわしい発声で
歌おう

4 ・発声方法・曲の背景の理解および歌唱

・強弱記号や速度記号などの楽典
を理解し、楽器を演奏する。
・合奏を通して、奏法を工夫し表現
する。
・世界の歌曲に親しみながら、曲の
情景や雰囲気を感じながら歌う。
・歌詞の意味を理解し、表現方法
を考える。

5
互いの音をよく聴き合
い、
一体感のある演奏をしよ
う

・楽器の演奏および音楽用語・音楽記号の理解

6

7 諸外国の歌曲に親しもう 3
・ドイツリート、発音の仕方、作曲家・作詞家に関する知識
および理解

9
舞台芸術に関心を持
ち、その表現の特徴を
理解しよう

4 ・ミュージカルナンバーの鑑賞および歌唱、オペラの紹介

日本の伝統音楽とそ
の特徴を理解し、魅
力を味わおう

3 ・楽器の奏法、音色や響きの違いの理解

10
調和のとれたアンサンブ
ルをしよう

4 ・合奏および楽典

11
J-POPや歌謡曲の特徴を
理解しよう 3 ・曲想と音楽の構造や歌詞の理解

歌唱 日本歌曲、世界の歌曲

4

2
リズムを意識し、音色
や強弱を工夫して演
奏しよう

3 ・アンサンブル、リズム練習

3

歌詞に描かれている
情景や心情と曲想の
関わりを理解して歌
おう

3 ・カンツォーネ、イタリア語の発音、日本歌曲

12 コードネーム 4 ・コードネームの基本

1



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

教科等名 家庭基礎 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)生活を主体的に営むために必要な基礎的な知識の理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにす
る。

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から課題設定を行い、研究成果を表現するなど、生涯を見通して課題を
解決する力を養う。

(3)よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろう
とする実践的な態度を養う。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 家庭基礎　自立・共生・創造（東京書籍）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
第１章　自分らしい人生
・青年期の課題
・目標を持って生きる
・人生をつくる
・家族・家庭を見つめる
・これからの家庭生活と
社会

5
自立度チェックシートを用いて、今現在の自立度と、課題を
知る。

・チェックシートを用いることで、結
果や課題を視覚的に理解しやすく
する。
・PCや動画教材を活用し、視覚
的、体験的学習を取り入れる。
・見本の提示に実物を用いること
で、イメージしやすくする。

5 7
家庭・家族の法律クイズを解いて、家庭・家族の法律の知
識を深める。

6
第５章　食生活をつくる
・食事と栄養・食品
・食生活の安全と衛生
・調理実習、調理実験
第３章　高齢社会を生き
る
・高齢期を理解する
・高齢者の心身の特徴

7
食事バランスガイドの目安と自分の一日の食事とを比較し
て、問題点を見付け、改善として栄養バランスの良い食事
を調理する。

7 7
高齢社会に関わる本を読み、気付きをワークシートでまとめ
る。

9
第４章　共生社会をつく
る
・私たちの生活と福祉
・社会保障の考え方
第6章　衣生活をつくる
・被服の役割を考える
・被服を管理する
・被服又は布小物制作

7
一人暮らしをする際にかかる費用を、Excelを使って計算す
る。

10 7
自分らしい着装について考え、自分の必要な被服を自らデ
ザインして制作する。

11
第8章　経済生活を営む
・現代の消費社会
・消費者の権利と責任

7
ライフサイクルゲームで、消費者の権利と責任について学
ぶ。

12

第2章　子どもと共に育
つ
・子どもの育つ力を知る
・子どもの触れ合いから
学ぶ

7 絵本の対象年齢とねらいを考えて読み聞かせをする。

1
第７章　住生活をつくる
・住生活について考える

7 物件検索サイトを用いて、地域の物件の情報を知る。

2
まとめ
・調理実習、調理実験
・布地を使用した制作
・課題研究

9 自分の生活で必要なものを、企画・デザインして制作する。

3



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

2

・事故の現状と発生要
因
・交通事故防止の取り組
み

3

〇事故の発生に関する関する要因や事故防止のための取
り組みについての学習。
◆様々な場面で起こる事故とその被害の事態について理
解する。

学校や自宅の周りの危険個所を考え
たり、事故防止のために自信ができる
ことについて考える機会を設ける。

3
・安全な社会の形成
・応急手当と心肺蘇生
法

3
〇応急手当の意義や心肺蘇生法の行い方の学習。
◆応急手当の意義と，その手順や方法を身につける必要
性について理解する。

実際に応急手当や心肺蘇生法を体験
する。

12
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康

3

〇飲酒による健康影響や社会問題についての学習、薬物
乱用による健康への影響と社会問題について。
◆薬物乱用の防止に必要な個人及び社会環境への対策
について理解する。

ロールプレイングなどを用いながら、学
習を行う。

1
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応

3
〇精神疾患の理解と精神疾患の特徴や対応についての学
習。
◆代表的な精神疾患の特徴や症状について理解する。

調べ学習などを取り入れながら学習を
進めていく。

10
・食事と健康
・休養・睡眠と健康

4

〇食事と健康の密接な関係についての学習、休養や睡眠
と健康の関係について。
◆食事や休養、睡眠が健康に及ぼす影響を理解し自身の
生活を振り返る。

栄養がとれた食事のメニューを考えた
り献立を考える機会を設ける。

11
・がんの予防と回復
・喫煙と健康

4

〇がんの予防と治療についての学習、喫煙による健康への
影響についての学習。
◆がんの予防や回復のために必要な個人および社会の
取り組みについて理解する。

グラフや資料を見て変化や傾向を理解
できるようにする。

7
・性感染症・エイズとそ
の予防 3

〇性感染症やエイズの理解、性感染症やエイズを予防す
るための対策について
◆性感染症やエイズの予防に必要な個人や社会の取り組
みについて理解する。

グラフや資料を見て変化や傾向を理解
できるようにする。

9
・生活習慣病の予防と
回復
・身体活動

3

〇生活習慣の理解や予防と回復のための取り組みについ
て、運動の実践や社会環境の整備について。
◆生活習慣病の予防や回復のために必要な社会の取り組
みについて理解する。

自身の生活習慣を振り返ることで身近
な健康課題として捉えられるようにす
る。

5
・ヘルスプロモーション
・健康に関する意思決
定

3
〇ヘルスプロモーションの考え方、より良い意思決定・行動
選択の方法
◆健康を保持増進するための環境について理解する。

自身の生活を振り返りながら学習を行
う。

6
・現代における感染症
の問題
・感染症の予防

3
〇時代や地域で変化する感染症、感染症予防の三原則に
ついて
◆感染症の発生や流行の現状を理解する。

流行している感染症の話題に触れな
がら学習を行う。

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

・日本における健康課
題の変遷
・健康の考え方と成り立
ち

3
〇健康水準の変化やその要因について
◆健康の考え方がどのように変化してきたのか理解する。

グラフや資料を見て変化や傾向を理解
できるようにする。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新高等保健体育（大修館書店）

教科等名 保健 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)健康や安全に対しての理解を広げ、深める。

(2)生涯を通じて自らの健康を適切に考えたり判断したりすることができる。

(3)自ら健康に関する課題を発見し主体的に解決を図ろうとすることができる。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

教科等名 保健体育（体育） 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)オリンピックやパラリンピックに関連付けながらスポーツや身体活動への意欲や関心を高めていく。

(2)個々の実態に応じた課題やルール設定を行うとともに、話し合いの場面を設定する。

(3)目的に向けた主体的な過程を称賛し、身体活動の楽しさを実感させ生涯スポーツへの意識を高める

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新高等保健体育（大修館書店）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
体つくり運動
球技「ボッチャ」

6

・柔軟ストレッチ運動、ラジオ体操や選択した曲で競
技に合った体操の創作を行う。
・投球方法やルールの確認、投球練習、試合に取り
組む。

・様々な動きのストレッチを行い、
自身の体に関心を向けられるよう
にする。
・体育祭に向けての見通しがもてる
ように自身が出場する種目や日程
の確認を行う。
・自身の記録の変化が分かるように
する。
・泳法の学習では、それぞれの泳
法の特徴を学習し理解してから実
技を行うようにする。
安全に留意し、浮き具などを活用
しながら行う。
・武道では、相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守り、安全に配慮
しながら粘り強く取り組む態度を養
う。
・仲間と戦略を立てるように促す。
試合終了後に得点や戦術につい
て確認を行う。
・チームで話し合う時間を設ける。
試合では、フェアプレーやスポーツ
マンシップにのっとったプレーを意
識させる。
・ゴロ卓球などでルールを簡易化し
て取り組みやすいようにする。

5
球技「ボッチャ」
陸上競技
体育祭種目練習

12
陸上競技についての知識を深め興味や関心がある
種目を選び、記録を計測する。体育祭に向けて競技
のルールを理解したり周囲と協力して競技を行う。

6

7

水泳 10 泳法の学習やリラクゼーションを行う。

9

10

武道「剣道」
（スポーツチャンバラ）

16
基本的な動作、打突（面・小手・足など）練習や簡略
化したルールでの試合

11

12

1

2

3

球技「ハンドサッ
カー」

19 ルール説明、パス練習・シュート練習、試合

打撃練習や試合を通して、ボールの動きに合わせた
体幹や上肢の使い方を学習する。

球技「卓球」 7



学　　年 教育課程名

140 単位時間

月 指導時数

通
年

5ALTとの英会話 ニュースや季節についての話題

・英語によるインタラクションを通して理解・
表現につなげる。
・学習の進捗状況を鑑みて、学習範囲を
戻したり、復習を行うことで英語理解の自
信につなげる。
・精読を通じて、単語１つ１つの発音や、ア
クセントや抑揚、意味による文章の切り方
（リズム）についても意識させる。
・自身のことを自らの言葉として相手に発
信する、また相手のことを聞き取り反応す
る、その知識・能力・態度を習得する支援
を行う。

12 関係副詞　/　知覚動詞

L.8 Inspiration from
Nature
L.9 The Bitter Truth
behind Chocolate

10 知覚動詞　/　使役動詞

L.9 The Bitter Truth
behind Chocolate
L10 Fighting Angel

12 使役動詞　/　分詞構文

3
L.10 Fighting Angel
総復習

10
分詞構文　/　１・２年で学習した文法事項・重要表現
の復習

11

2

12

1

L.6 Seeds for Future
L.7 Over the wall

14 動詞の目的語になるif節　/　関係副詞

L.7 Over the wall
L8. Inspiration from
Nature

9

10

L.4 Little Hero
L.5 Special Makeup
in  Kabuki

14 間接疑問文　/　to不定詞を含む表現

L.5 Special Makeup
in Kabuki
R.1 Mujina

14
to不定詞を含む表現　/　既習の学習事項を使い、物
語を読む

7

L.2 With the Beatles
L.3 Wild Men

15 比較表現　/　itの用法

L.3 Wild Men
L.4 Little Hero

10 itの用法　/　間接疑問文

5
L.1 A Colorful Island
L.2 With the Beatles

14 関係代名詞(what)　/　比較表現

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
Pre-Lesson
L.1 A Colorful Island

10 基本的な英文法復習　/　関係代名詞（what）

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 All Abroad ! English Communication Ⅱ （東京書籍）

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)日常的・社会的な話題について、英語で理解したり表現したりすることができる。

(2)繰り返し表現を身に付けると共に、自主的に表現することができる。

(3)映像資料やプリント教材を利用することで、生徒個人に合う方法で学習支援を行い、四技能を伸ばしていく。

教科等名 英語コミュニケーションⅡ 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

70

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)職業生活に必要な知識を増やし、就職に向けた意識を高める。

(2)資格試験に必要な知識やスキルを高める。

教科等名 職業実習 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 産業社会と人間（実務出版）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

・できることを増やす視点をも
ちながらも、自らできないこと
を見極めて、支援を求められる
ように適宜助言する。

・「産業社会と人間」と連携
し、学んだビジネスマナーや適
切なコミュニケーションを実践
の場で使えるように適宜助言す
る。

職業について調べ、まとめる。

専門学校、職業訓練校について調べる。

資格について調べ、まとめる。取得に向け問題に
取り組む。

ビジネスマナーの学習と実践

対面や文面でのコミュニケーション

ＰＣ（ワード，エクセル）を用いた資料作成

職業調べ

上級学校調ベ

資格試験演習

ビジネスマナー

コミュニケーション

PCスキル



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)情報Ⅰの学習内容を踏まえ、コンピュータを実社会で活用するための基礎的な力を付ける

(2)実習、演習を通して、ＩＣＴの活用能力の拡充を図る

(3)生成ＡＩ研究校として、生徒が生成ＡＩを主体的に問題解決に活用できるようにする

教科等名 コンピュータ実技Ａ（総合ビジネス累計） 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 ワープロソフトの活用 5
〇文書作成
◆ワープロソフトの基礎的操作から応用的な操作まで身に
付ける

5
プレゼンテーションソ

フトの活用
7

〇プレゼン作成
◆各機能を効果的に活用し、プレゼン資料作成がで
きる

6

7

プレゼンテーションソ
フトの活用

8
〇プレゼン作成
◆発表する相手を考慮して、プレゼン資料作成がで
きる

プレゼンテーションソ
フトの活用

6
〇プレゼン実施
◆分かりやすいプレゼン発表を行うことができたか

9

10

表計算ソフトの活用 8
〇表計算ソフトの活用、文書作成
◆各機能、関数を効果的に活用し、文書作成ができ
る

様々なソフト、情報機
器の活用

8
〇動画の撮影・編集、３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナ等を
活用して、様々なソフト、情報機器の活用を行う
◆それぞれの機能を活用して作品の作成ができる

3 生成ＡＩの活用 4
〇画像生成ＡＩの活用、都立学校生成ＡＩ環境を活用
して課題解決やポスター作製などに取り組む
◆生成ＡＩを活用することで問題解決ができるか

11

2

12

1

様々なソフト、情報機
器の活用

8
〇動画の撮影・編集、３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナ等を
活用して、様々なソフト、情報機器の活用を行う
◆それぞれの機能を活用して作品の作成ができる

様々なソフト、情報機
器の活用

・個々の障害の状況に合わせてコ
ンピュータの設定や環境設定を行
う

・実習、演習を中心に学習を展開
し、操作の知識、技能を高められる
ようにする

・必要に応じて副教材の活用や操
作手順書を作成する

4
〇動画の撮影・編集、３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナ等を
活用して、様々なソフト、情報機器の活用を行う
◆それぞれの機能を活用して作品の作成ができる

生成ＡＩの活用 5
〇画像生成ＡＩの活用、都立学校生成ＡＩ環境を活用
して課題解決やポスター作製などに取り組む
◆生成ＡＩを活用することで問題解決ができるか

生成ＡＩの活用 7
〇画像生成ＡＩの活用、都立学校生成ＡＩ環境を活用
して課題解決やポスター作製などに取り組む
◆生成ＡＩを活用することで問題解決ができるか



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 自立活動を主とする教育課程

教科等名 総合的な探求の時間 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
新しい学年
新入生歓迎会

3
〇高等部の1年間の活動に見通しもって考え、学年目標や
係を決める。
◆高校部の生活を知り、学年目標や係活動を決める。

7 2

9

10

5

6

11

12
墨東祭事後学習
学期のまとめ

3
○各活動の写真や動画を見て１学期を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。

3 １年間のまとめ 3
〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

学期の行事の確認
体育祭事前事後学習

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。
○体育祭の種目を知り、友達と発表し合う。
○体育祭で身に付けた得意技を披露する。
◆体育祭を通して、友達と協力する力を養う。

7

学期のまとめ

1 進路学習 3
○ICT機器などを使って進路について調べる。
◆卒業後の進路について考える。

2 主権者教育 3
○模擬選挙を行い、仕組みを学ぶ。
◆選挙を通して社会を知る。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や教員と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

学期の行事確認
墨東祭事前学習
修学旅行事前事後学
習

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。
○場所の写真やスライドを見て、行く場所(地域）について
考える。
◆修学旅行に行く場所を知り、地域について考え、できる
活動を行う。
○修学旅行の事前学習で行ったことを生かして墨東祭準
備を行う。
◆教員や友達と協力して活動する。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

11

○各活動の写真や動画を見て１学期を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。



学　　年 教育課程名

39 単位時間

月 指導時数

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

教科等名 特別活動 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
高等部２年生の生活
について

3
〇自己紹介、一年間の予定確認、学年目標決め、係活動
決めなど。
◆高等部２年生の一年間の生活を知る。

・意図的にチームを組み、生徒同
士のやりとりが活発に行われるよう
にする。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・係ごとに事前学習や調べ学習を
行い、活動への意識を高める。

・幅広い実態の生徒の中で、力を
発揮できるようにする。生徒自身が
学年の活動の準備や計画に携わ
れる場面を設定する

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

〇模擬選挙を行う。
◆生徒会選挙を通して選挙を知る。

〇調べ学習を行う。
◆日本独自の伝統技術を体験する。

〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

5

6

体育祭に向けて
〇体育祭の競技や応援練習など。
◆体育祭に向けて期待を高める。

6

9
修学旅行事前・事後
学習
墨東祭準備

18

〇係ごとに事前・事後学習を行う。
〇内容に関する話し合い、準備、練習など。
◆行事への期待感を高め、協力して一つのものを作
り上げる。10

7

通
年

レクリエーション 3

11

3

1

2

主権者教育 3

伝統文化に触れよう 3

１年間のまとめ 3



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

・生徒自身が主体的に身体の取り
組むために、体調などを確認する
中で、生徒と教員間で取り組むべ
きメニューを相談して決定してい
く。
・車いすの取り組みでは、校内並
びに学校周辺の歩道などを活用す
ることで、様々な環境下での走行を
体験する。

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

自立活動 70

セルフストレッチ・筋力トレーニング
筋緊張の緩和や疲労回復、並びに関節の可動域の
維持・拡大を図るとともに、主体的に自らの身体の状
態を判断し、セルフメンテナンスを行おうとする姿勢を
育む。

座位、膝立ち、立位の取り組み
主に静的バランス力の向上を図る。

バランスボールやトランポリンを使った活動
体幹の強化並びにバランス力の向上を図る。

歩行訓練、階段昇降
主に動的バランス力の向上、並びに下肢筋力の維
持・強化を図る。

手指の操作性を高める活動
手指を用いた作業に対する作業性の向上を図る。

車いすの操作技術の向上、並びに安全に運行する
ための知識の取得
社会生活における行動範囲の拡大を目指す。

球技を中心としたレクレーション
生徒自身でルールを決め、それに従ってゲームを行
い、集団でのコミュニケーション力や企画力を高め
る。

スポーツテスト
握力・ボールの遠投・４分間走（ウオーク）などから可
能な活動を定期的に計測し、身体能力の向上を確認
する。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)それぞれの生徒が持つ課題に応じ、身体機能や体力、手指の巧緻性などの向上をねらう。

(2)身体の緊張を抜き、リラックスして活動に取り組める状態を体得する。

(3)生徒が障害の状態や発達の段階に応じて自己の力を可能な限り発揮し、主体的に生活や学習環境の改善ができ
るようにする。

教科等名 自立活動 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第２学年 準ずる教育課程


